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 中学生の大学訪問について  
５月２６日（木） 京都市立太秦中学校     ２年生 １０名   学生ボランティア ２名 

目   的 
「学校訪問」事業は今年初めての取り組みということだった。「総合的な学習の時間」の取り組みとして位置

づけ、身近な地域の実情に触れることと、大学訪問を通して自分自身の進路について考える機会とする。 
内   容 大学紹介、附属教育実践センター機構棟内の教室案内、質疑応答、学食での昼食、キャンパスツアー 

６月 ２日（木） 城陽市立城陽中学校     ３年生  ６名   学生ボランティア ２名 

目   的 進路実現に向けて、大学を訪問し、各自が進路に向き合う姿勢を培う。 
内   容 大学紹介、附属教育実践センター機構棟内の教室案内、学食での昼食、キャンパスツアー 

６月 ３日（金） 京都市立桃陽総合支援学校  ３年生  ７名   学生ボランティア ２名 

目   的 
「総合的な学習の時間」に、キャリア教育として上級学校の見学を位置づけている。上級学校へ進むことの意

味と意義について主体的に考え、進路選択・決定に向けての関心と意欲を高める契機とする。 
内    容 大学紹介、附属教育実践センター機構棟内の教室案内、質疑応答、学食での昼食、キャンパスツアー 

６月 ７日（火） 木津川市立木津第二中学校  ３年生 ２４名   学生ボランティア ４名 

目   的 
進路学習の一環として、大学訪問をして自らの生き方を考え、将来に対する目的意識を持ち、自らの意思と責

任で進路を選択決定する能力・態度を身につける。 
※担当の教員が事前に大学へ下見に来られた。 

内    容 授業参観（初等教育実践基礎演習）大学紹介、学食での昼食、キャンパスツアー、質疑応答、レポート作成 
６月 ９日（木） 宇治田原町立維孝館中学校  ２年生  ７名   学生ボランティア ２名 

目   的 
進路指導の取り組みの一環として大学訪問を位置づけ、大学を訪問することで大学の特色や内容を知り、自ら

の力で進路を考え、切り拓く力を養う。 
内   容 大学紹介、附属教育実践センター機構棟内の教室案内、学食での昼食、キャンパスツアー 

６月２１日（火） 八幡市立男山第三中学校   ３年生 ４２名   学生ボランティア ７名 

目   的 学校訪問の体験を通して特色を知ることで、主体的に進路を選択する力を養うこと。 
内   容 学食での昼食、大学紹介、質疑応答、キャンパスツアー 

７月 １日（金） 久御山町立久御山中学校   ３年生 ２２名   学生ボランティア ５名 午前・午後 

目   的 主体的な進路の選択と将来設計について考える。 
内   容 大学紹介、附属教育実践センター機構棟内の教室案内、学食での昼食、キャンパスツアー 

５月から７月にかけての３ヶ月間で、延べ７校１２８名の中学生が本学を訪れ、２４名の学生ボランティアがこ

れに関わりました。基本的には、学生ボランティア１名が１グループ（６名）を担当することにしていますが、教

育実習の時期でもあり、多人数の訪問があった場合には、学生ボランティアの人数確保に苦労しました。 
初めて中学生を案内する学生には「スクールボランティア、中学生向け学校案内のしおり」（先輩学生が作成し

たもの）を配付して、事前指導を行うようにしています。中学生へのキャンパスツ

アーを経験することで、教育実習とは違った中学生の実態にふれることができ、学

生たちは「中学生と接することができてよかった。」という感想を持っています。大

学訪問を通して、将来「京都教育大学に入学したい」という中学生が増えることも

願っています。 
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テーマ「梅雨」 



６月は、てるてる坊主をいっぱいぶら下げて、雨が降っても楽しそう。雨の音も聞こえてきそうですね。７月は、

スイカをくりぬいたプールで、夏の花に囲まれて友達みんなと水あそび。太陽も微笑んで見下ろしていますね。 

機構棟玄関正面にあるホワイトボードに幼児教育専攻学生が季節の貼り絵をしてくれていますので、機構棟に来

て、是非ご覧下さい。 

 

体育・スポーツ指導力育成プログラムより 
実地教育部門では、今年度も体育・スポーツ指導力育成プログラムを進めており、資格取得にむけたコア授業科

目として『スポーツクラブ指導入門』を前期に実施しています。本年度の受講生は４２名で、部活動指導、学校に

おける体育・スポーツ指導を適切に行うために各自が身に付けていくべき能力はどのようなものか？を考えるべく、

講義と指導実践が進んでいます。今年度の受講生は教育３名、発障３名、国語１名、社会１名、数学３名、理科３

名、技術１名、音楽４名、美術３名、体育２０名（うち、１回生４１名、３回生１名）と多くの専攻から集まり、

運動や運動指導に苦手意識があり力をつけたい学生、自分の専門種目以外の指導に関心がある学生、子どもと触れ

合う時間を確保したい学生など、多種多様な意識を持つ学生で授業が進んでいます。 
スポーツクラブ指導入門では、京都教育大学地域スポーツクラブと連携し、スポーツ４教室（陸上・体操・バス

ケットボール・サッカー）で指導実習を行います（左下は今年度の授業写真）。初めて子どもに運動指導をする学

生がほとんどであり、実習後のレポートには多くの気づきが書かれています（下に一部抜粋）。 
本授業は、７月２７日（水）にまとめの研究発表会を行い、各々の学びを全体で共有していきます。さらに、実

習を積む学生はインターンシップへと進みます。 
学生の中ではまだまだ認知度が低い授業かもしれませんが、受講した学生は貴重な経験をしています。こちらも

広報に努めていきますが、各学科でも是非プログラムや、授業の紹介をして頂けたらと思います。よろしくお願い

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 教育支援センター  
 

センター長／モラル・人権意識向上教育部門 関口 久志 075-644-8326  ｓｅｋｉｈｉｓａ＠ 

教育実践連携部門 樋口とみ子 075-644-8337  ｔｏｍｉｋｏ＠ 

実地教育部門／就職・キャリア支援部門 西井  薫 075-644-8806  ｋａｏｒｕ＠ 

実地教育部門／就職・キャリア支援部門 岡田 敏之 075-644-8214  ｏｋａｄａ＠ 

実地教育部門／就職・キャリア支援部門 今野 勝明 075-644-8216  ｋｏｎｎｏ＠ 

実地教育部門（兼任） 小山 宏之 075-644-8281  ｋｏｙａｍａ＠ 

ボランティアオフィス  075-644-8336 （月・水 10 時 30 分～13 時 30 分、木 10 時 30 分～14 時 30 分） ｓｉｅｎ＠ 

運動部活動指導者育成室 075-644-8143 （火 9 時～12 時、水・木 9 時 30 分～16 時 30 分） ｂｕｋａｔｕ＠ 

事務担当：研究協力・附属学校支援課 研究協力・センター機構支援グループ ｋｅｎｓｈｉｅｎ＠ 

TEL 075-644-8335、8242  FAX 075-644-8339    E-mail ｃｅｒｔ＠ 


